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第１　管理運営の基本方針
１　対象施設

　(1) 根拠規程
　　　京都芸術センター条例（平成11年6月10日条例第9号）

　　　京都芸術センター条例施行規則（平成11年8月19日規則第38号）

　(2) 施設概要
　　　名　　称　京都芸術センター

　　　所 在 地　京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546－2
　　　敷地面積　5,675.89㎡

　　　延床面積　5,670.41㎡

　　　構　　造　鉄筋コンクリート造，木造
　　　開　　設　平成12年4月1日
　　　　　内　　容　

	名　　　称
	用　　　途
	室数

	制作室1～12
	稽古場，アトリエ等制作活動
	12 室

	講堂・フリースペース・大広間・
和室「明倫」・南北ギャラリー・

ワークショップルーム
	小規模舞台公演，展覧会，シンポジウム，ワークショップ等


	7室


	インフォメーション・情報コーナー・図書室・談話室・カフェ
	情報の提供，交流

	5室

	スタッフルーム・ボランティアルーム・ミーティングルーム・事務機器室
	事業の企画，実行
	6室

	事務室・応接・館長室・倉庫・

元明倫幼稚園他
	管理スペース
	－


　　　　※　当該施設は，「京都市地域防災計画」で規定する避難収容施設（災害が発生し，
　　　　　又は災害が発生するおそれがある場合に開設される。）に指定されている。
２　運営方針

　　京都芸術センターは，本市，芸術家その他芸術に関する活動を行う者が連携し，本市における芸術を総合的に振興するため，多様な芸術に関する活動を支援し，芸術に関する情報を広く発信するとともに，芸術を通じた市民と芸術家等の間の交流を図ることを目的に，「①芸術文化活動センター機能」，「②芸術文化情報センター機能」，「③芸術文化交流センター機能」の3つの機能を軸として運営を行う。
第２　業務内容及び基準

１　センターの事業に係る業務

　　本市の文化芸術政策を推進するために必要な役割を果たすため，次の事業を実施すること。

 (1) 制作室等施設の提供

　　京都芸術センター条例，同条例施行規則及び京都芸術センターの運営に関する要綱に従って，以下のとおり行うこと。

　　ア　制作室

　　　　毎年2回の公募を行い，使用の許可を行う。

　　イ　ギャラリー，講堂，フリースペース，大広間，和室「明倫」

　　　　自主事業及び共催事業の利用に供する。

　　ウ　事務機器室

　　　　制作室利用者の使用に供する。

　　エ　元明倫幼稚園

　　　　京都芸術センター関係者駐車場等の使用に供する。

 (2) 芸術に関する情報の提供

　　市民から観光客までそれぞれのニーズに配慮した情報を迅速に提供ができるよう，情報発信機能を強化する取組を行う。その取組の一環として，京都の芸術家，文化芸術イベント等の情報のほか，各種インタビュー記事等を提供する京都文化芸術オフィシャルサイト「Kyoto Art Box」の運営を行う。また，京都の芸術家等とのネットワークを強化し，流派やジャンルを超えた交流の核となることを目指し，京都を拠点として活動する芸術家及び京都芸術センターを利用する芸術家の情報を蓄積，整理したアーティストファイルの作成や，文化芸術を支援する専門家の人的なネットワーク整備として「京都文化芸術コアネットワーク」の企画・運営を行うこと。
 (3) 市民と芸術家及び芸術家相互の間の交流の促進事業

　　事業の実施に当たっては，市民と芸術家及び芸術家相互間の交流が図れる事業企画を行うこと。また，運営に当たっては，市民の自主的な芸術文化活動への参加意欲を適切に汲み取り，京都芸術センターボランティアとして受け入れること。

 (4) 美術品，美術工芸品その他の舞台芸術作品の展示紹介及び音楽，舞踊，演劇，伝統的な芸能その他の舞台芸術の公演を実施すること。

 (5) その他市長が必要と認める事業

２　運営組織体制

　　現在，本市が京都芸術センターの運営に関する要綱に基づき設置している次の各号に掲げる組織等の取扱いについては，それぞれ当該各号に定めるとおり，指定管理者が設置するものとする。

 (1) 館長及びアドバイザー

　　本市が指名した者をもって充てる。

 (2) 評議会

　　館長の私的諮問機関とし，その名称及び委員の選任は，本市と協議のうえ，決するものとする。

 (3) 運営委員会

　　本市の同意を得て，委員を選任する。

　　※　なお，これらの組織等の設置に当たっては，指定管理者において必要な規程整備を行うものとする。

３　センターの維持管理に係る業務

　　下記の管理基準により，効果的，効率的な施設管理を実施する。
　　なお，実施に際しては，必要な官公署の認可，許可，免許等を受けるものとする。
　　（業務委託による場合は，委託先が必ず免許等を有していること。）
 (1) 防火管理者の選任

　　施設管理に必要な防火管理者について，必要な免許を有した者の中から選任し，所管する官公署に届け出る。

 (2) 建築物の保守管理
　　占有部分における建築物について，仕上げ材の浮き，ひび割れ，はがれ，かび等の発生がない状態を維持し，かつ美観を維持する。なお，軽微な修繕については，予算の範囲内で指定管理者が行うこととし，1件が1,000千円以上の修繕及びセンターの機能に著しい影響を与える場合は，その都度，本市と協議する。

 (3) 建築設備の保守管理
　　占有部分における建築設備は，日常管理業務に加えて法定点検，定期点検等を行い，性能を維持する。
　　ア　日常管理業務

　　　(ｱ) 電気，空調，給排水等の運転監視・水質管理及びその他建築設備の運転管理

　　　(ｲ) 電気設備機器の点検（絶縁抵抗等測定）及び修繕

　　　(ｳ) 機械設備機器の点検清掃及び修繕

　　イ　法令・定期点検等
　　　　設備ごとに必要な法定点検・定期点検等整備を実施し，消耗品や不良品を交換することにより性能を維持し，法令基準等を達成する。必要に応じて官公署へ報告する。

　　　(ｱ) 施設保全管理

　　　　ａ ビル管理法に基づく諸業務

　　　　（a）貯水槽清掃等

　　　　（b）空気環境測定

　　　　（c）害虫駆除

　　　　b　植栽管理

　　　　c　廃棄物処理

　　　(ｲ) 施設整備管理
　　　　a　音響設備

　　　　b　照明設備

　　　　c　受電及び非常発電機設備

　　　　d　消防用設備

　　　　e　防火対象物

　　　　f　冷熱・空調設備

　　　　g　昇降機設備

　　　　h　車椅子昇降機設備

　　　　i　自動扉

 (4) 備品等の保守管理
　　ア　舞台備品

　　　　施設の運営に支障を来たさないように舞台備品を管理する。

　　　　備品類に破損，不具合が発生した時には速やかに報告する。

　　イ　消耗品

　　　　施設の運営に支障を来たさないように必要な消耗品を適宜指定管理者が購入し，管理する。不具合が生じたものについては随時更新する。

 (5) 清掃業務
　　施設及び敷地内について細やかな日常清掃と計画的な定期清掃を行うことにより，常に清潔を保ち環境衛生に留意し，来館者並びに勤務者が快適な状態で過ごせるような環境を維持する。

　　ア　日常清掃

　　　　使用施設，著しい汚物のある場合を優先的に清掃し，清潔かつ美観を維持する。

　　イ　定期清掃

　　　　硝子，床材や場所に応じて洗浄，ワックス掛けを行う。

　　ウ　ごみの集積場

　　　　清掃ごみ，屑入のごみ等の回収したごみは，可燃ごみと不燃ごみ（缶，ビン）に分別し所定の場所に集積する。

 (6) 保安警備業務
　　　機械警備により，施設における火災，盗難等の不良行為を予防し，かつ安全を確保する。
 (7) 再委託する業務の内容，業者の選定方法

　　ア　業者の選定方法

　　　(ｱ)　委託金額が1,000千円以上の業務については，競争入札を基本とする。

　　　(ｲ)　次の理由に該当する場合は，当該業務について熟知し，最も効率的に業務を遂行できる業者と随意契約を行う。

　　　　ａ　委託予定金額が1,000千円未満である。

　　　　ｂ　故障等に対し，設備に適合した純正部品を調達する必要がある。

　　　　ｃ　特殊な設備であり，専門の点検や調整技術が必要である。

　　イ　再委託する業務の内容

　　　(ｱ)　清掃

　　　(ｲ)　警備

　　　(ｳ)　空気環境測定等ビル管理法に基づく諸業務

　　　(ｴ)　植栽管理

　　　(ｵ)　廃棄物収集

　　　(ｶ)　音響設備保守管理

　　　(ｷ)　照明設備保守管理

　　　(ｸ)　受電及び非常発電機設備

　　　(ｹ)　消防用設備及び防火対象物点検

　　　(ｺ)　冷熱・空調設備点検保守

　　　(ｻ)　昇降機・車椅子昇降機・自動扉設備点検保守

４　事業の評価

 (1) 自己評価の実施

　　利用者等から，施設運営に関する意見を聴取する。

　　施設運営に関して，適宜自己評価を行うこととする。

 (2) 本市の評価

　　利用者意見の結果及び事業報告書を基に毎年の活動内容を評価する。

　　なお，毎年の評価に際しては，外部の有識者からの評価，意見等を求める場合がある。

 (3) 是正勧告

　　利用者意見の結果及び毎年の事業報告書，事業進捗状況報告書等に基づき，業務内容に改善が必要と認める場合は，本市はその都度立入り調査，協議のうえ，指定管理者に対して業務改善勧告，是正勧告等を行う。

　　なお，是正勧告等によっても改善が見られない場合及び指定管理者の業務が，この募集要項で示す業務の基準を満たしていないと判断した場合は，指定期間中でもその指定を取り消すこととなる。

５　留意事項
　　指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合は，本市と協議すること。また，要求水準書に規定するもののほか，指定管理者の業務の内容及び処理について定めのない事項又は疑義が生じた場合については，本市と協議し決定する。

